
 

①「走行支援道路システム研究開発の総合的な推進」の評価結果（事後評価） 

 

【総合評価】 

共同研究を通じた産学官連携体制や社会実験の積極的な実施は高く評価でき、本研究の実施方

法、体制は適切であったと評価する。また、実用化に向けた課題はまだ残るものの、走行支援道

路システムの先端的開発として一定の成果をあげており、概ね目標を達成できたと評価する。 

なお、走行支援道路システムの社会的受容性、ヒューマンインターフェイスの開発及びＩＴＳ

の国際標準化に関する検討については、今後更に伸展されることを期待する。 

 

【評価指標別評価結果】 

研究の実施方法、 

体制等の妥当性 

１ 適切であった 

２ 概ね適切であった 

３ やや適切でなかった 

４ 適切でなかった 

 ★★★★★ 

 ★★★ 

目標の達成度 

１ 目標を十分達成できた 

２ 概ね目標を達成できた 

３ あまり目標を達成できなかった 

４ 目標を達成できなかった 

 ★★ 

 ★★★★★ ★ 

 

【指摘事項】 

なお、以下の指摘事項があったので参考にされたい。 

・事故のかなりの部分が交差点で起きているので、交差点での車両の挙動分析をする際に、二輪

車の挙動も含め、どうすれば交差点での事故が減るかについて、今後力を入れて取り組むこと

を期待する。 

・システムからの情報に頼って運転するようになった際に、その情報が届かない時の混乱や、シ

ステムを導入している車としていない車の混乱についても想定されたい。 

・ETC 機器やナビゲーションシステム等車載器が増えているため、車載器の統合化を進めるとと

もに、さらなる情報の提供がドライバーの運転行動にどのような影響を与えるかという検証も

必要ではないか。 

・車載器からだけでなく、情報板や路側放送等により、繰り返し危険情報を提供する仕組みを検

討されたい。 

・国際標準化活動につなげるとき、国際的な動向に注視し、各国と協調して取り組まれたい。 

・費用便益分析的に考えると、事故多発地点や潜在的危険性の高い地点を中心に路側システムを

配置することになるが、ユーザーの視点に立った配置戦略についても検討されたい。 
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